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盛り場・巣鴨に集まる高齢女性の「場所の経験」

原田智子

本稿では人文主義地理学における場所概念を援用し，都市においてある特定の集団が集まる場所を取り

上げ，その集団の「場所の経験」を記述 ・分析することから 「人の集まる場所」の原理の一端を探ること

を目的とする．調査対象として高齢女性が集まることで知られている大都市束京の盛り場の一つである巣

鴨を取り上げたまた調査方法として盛り場での開き取り，参与観察を行った．結果，以下の点が明らか

となった． ①とげぬき地蔵惇の御利益を受けること，盛り場での人々の触れ合いや自分自身の身の上話を

「語 り合う 」ことといった経験を積み重ねる ことで，靡齢女性は巣鴨という場所への愛着を強めている．

②高齢女性が巣鴨へと足を向けるのは彼女らの場所への愛着だけに起因するのではなく，東京という都市

空間において高齢女性の娯楽の場が限定されていることに規定されている．

キーワード： 高齢女性，「場所の経験」，人文主義地理学，巣鴨，盛り場

Key words: elderly women, "experience of place", humanistic geography, Sugamo, the amusement 

quarters 

I はじめに

人は身の周りの様々な場所に選択的に 自分の居

場所を見出す．それは家庭であったり職場や学校

であったり，普段から通い慣れた居酒屋や喫茶店

かもしれない．ま た大都市の盛り場の中に居心地

の良い空気を感じ，心の通う仲間を見つけ自分の

居場所にすることもある．ではなぜ人はその場所

に愛着を抱き，そこに集まるのであろうか．ま

た，何が彼／彼女らをその場所へと向かわせるの

であろうか．

それを探る手 がかりとして，まずフィッ

シャ ー1)の都市における同類結合の原理が参考に

なる．フィッシャ ーによれば，都市的環境を生き

る人々は競争や結合といった選択を通じて多様な

非通念的な新しいサブカルチャ ーを生成する．サ

プカルチャーを生成した類似した価値観を持った

人々は，やがて都市の中に自らの独自の小世界を

構築し，居場所を整備し，社会圏を発達させる．

また人間の個性について論じたジンメ ル2)によれ

ば，大都市は個性化を促す場所であるという ．大

都市では高度に社会が分化しており，ゆえに細分

化された小世界同士の社会的距離は疎遠になる．

大都市の人々は人間同士の疎遠な付き合いに孤独

を感じるが， 一方でそれは新しい社会圏へと身を

委ねる契機となり，大都市は一層人々の個性を誇

示する場所となる． しかし都市的環境を生きる

人々のサプカルチャーや個性は，それを発する基

盤となる一定の場所をその中に確保しなくてはな

らない．そしてそれは人々がいかにその場所と関

わり，またそこに何を見出しているのかという自

らの感情に訴えかける経験の量 と質が問題とな

る．

こうした観点をふまえた時，地理学 とりわけ人

文主義地理学における場所概念が想起される．人

文主義地理学において場所とは，「「感じられた価

値の中心」「意味の貯蔵庫」「志向性の対象」とし

ての，主体と意味関係で結ばれた人や事物を有す

る特有の空間」31を意味する用語として理解され

る．ここで人文主義地理学に先鞭をつけたイー

フー・トゥアン (Tuan.Yi -Fu) とエドワー

ド・レルフ (Relph.E.）による場所概念につい

て整理しておきたい． トウアン‘"によれば，場所

は我が家，故郷，母国などに見られる ように親密

さや安全性，安定性を意味している．また人間に

とっての場所の意味を探るためには，感情 ・思

考．感覚の複合作用としての人間の経験がその手
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がかりとなる．つまり，ここでは主体である人間

にとって心地の良い濃密な経験をした価値ある空

間が場所であると捉えられる．またレルフ・-，'によ

れば，場所とは直接経験に根ざした「生きられた

• | 11：界」 であり，人間が意志の対象とするその仕方

から把握されるものであるという．つまり，場所

に対する愛培はその場所の内側にいるか外側にい

るかで異なり，またそこでいかなる経験をしたか

によってその強弱は段階的に推移する．

本稿では以上のような人文主義地理学における

場所概念を援用しながら，都市においてある特定

の集団が集まる場所を取り上げ，その集団の「場

所の経験」を記述 ・分析すること，そしてそこか

ら「人の集まる場所」の原理の一端を探ることを

「1的とする．調査対象として高齢女性が集まるこ

とで知られている大都市東京の盛り場の一つであ

る巣鴨を取り上げる．

巣鴨は現在，多くの高齢女性が集まる ことから

「おばあちゃんの原宿」’'というフレーズと共に全

国的に有名な盛り場であると 言える．商業界”に

よれば，巣明の来街者の 90%以 卜.が女性であ

り，うち 40%が 65歳以上の高齢女性により占め

られている ．またその居住地は，巣鴨が位骰する

盟島区が全体の 50~70%を占めており，次いで

数島区を除いた東京都が 20~30%，近隣県の神

奈川 ・千葉 ・埼玉が 10%程度である．巣鴨ほど

多くの高齢女性を集めている盛り場は他に類がな

く，これまで幾多の視点から研究が行われてき

た．考現学の手法を用いて川添編81や川添9'では，

巣鴨に集まる高齢女性の実態と盛り場の歴史的変

容を明らかにした．社会学では倉沢編JO'が高齢女

性，商店街，露店商とそれぞれの主体に焦点を当

てその意識と行動を経済学では竹内l"が商店街

の販売戦略と独自の商法を明らかにした．しかし

こうした先行研究では，巣鴨に集まる高齢女性の

内面に迫る視点に弱く，個々人の多様性は無視さ

れがちであった． したがって，高齢女性がいかな

る感情に突き動かされて巣鴨に集まるのかという

本稿で明らかにしたい点に関しては解明されたと

は言い難い．またこうした本稿の目的，つまり高

齢女性の「場所の経験」を記述することや彼女ら

の主体性やその生活世界の一端を探ることは，高

齢女性をめぐる問題性を浮き彫りにしようとする

「高齢女性研究」'2'ともいえる分野に貢献しうる可

能性があると箪者は考える．さらに本稿の視点

は，盛り場で活動する人々の主体の側から都市空

間を捉えようとする昨今の盛り場を対象とした地

理学的研究':’'と符合する側面もある．

II 対象地域と研究の方法

1. 対象地域

社会学辞典に よると，盛り場とは 「飲食店・商

店 ・娯楽施設などが集中し，恒常的に多数の人々

が集まる都市の一地域」111であると定義される．

現在，盟島区巣鴨にあたる行政区域において上述

のような盛り場の定義に当てはまる地区は， 一般

的に JR 巣鴨駅及び都営＝•田線巣鶉駅周辺地域で

あると考えられる 凡 しかし本稿で対象とする地

域は砧齢女性にとっての盛り場である．よって，

高齢女性が遊び，集い，彼女らにと って「巣鴨」

であると認識される範囲を本稿では「盛り場・巣

鴨」として規定しなければならない．箪者の観

察 ・聞き取り及び川添絹門こよれば，巣鴨に訪れ

る高齢女性の多くはとげぬき地蔵腺を中心とする

寺杜へ参詣し，その門前町である巣鴨地蔵通り商

店街で買物をするのが一般的な行動パターンであ

るといってよい．よって本稿では，多くの高齢女

性が集まるとげぬき地蔵邸及びその周辺地域を

「盛り場 ・巣鴨」として調介対象地域とする（第

1図）．

この地域の核となるのは曹洞宗万頂山高岩寺

（とげぬき地蔵尊）である．高岩寺は 1596（慶長

元）年神田明神同朋町 （現・千代田区外神田 2丁

目）に開創された後，下谷上車坂町（現 ・台東区

上野 7丁目）に移転され， 1891 （明治 24)年に

区画整理により北豊島郡巣鴨町 （現・豊島区巣

鴨）に移転され現在に至っている．また高岩寺の

縁起については 「嵩岩寺地蔵蒻縁起霊験記』によ

ると 二つの具体的な霊験が記されている＂し 一つ

は，小石川の田付又四郎の妻が怨霊にと りつかれ

夢の中で授けられた印像で作った一万体の印影の
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おかげで病気が治ったというものであり， 1728

（享保 13)年 7月17日に小石川田付又四郎の自

箪で当山八世密厳寂妙住職に献納され現在まで厳

重に保管されている．二つは， 1751 （聖徳 4)年

毛利家の御殿女中があやま って飲み込んだ針を御

影のお陰で吐き出すことが出来たというものであ

る．こうした話が当時の江戸市中に広まり「はや

り信仰」¥XIの一つ として流布された．よって巣鴨

に移転される以前の江戸時代から高岩寺はとげぬ

き地蔵腺という名で崇められ，多くの人々の信仰

を集めていたことになる．現在，高岩寺には東京

都内からだけではなく関東近県から，またより遠

方から参詣客が連日訪れており大いに賑わってい

る．参拝客は 「御影」 といわれるお札を体の悪い

ゃ

第 1図 対象地域
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個所に擦り付けてから飲むと病気が治る，または

高岩寺境内にある「洗い観音」'’'と呼ばれる観音

像を洗うと病気が治るという 言い伝えをどこから

ともなく見聞きし，自身や肉親・知人の健康や家

内安全の祈願を目的として高岩寺に来る場合が多

し‘

高岩寺は旧中山道である地蔵通りに面 してお

り，地蔵通りの両側には商店が建ち並び巣鴨地蔵

通り商店街を形成している．2000年現在におい

てその商店数は 347店，従業員数 2,223人，年間

販売額 1,040億 9,200万円であり，池袋駅周辺の

広域商店街を除けば豊島区最大の廂店数と規模を

もっ"''.1986年からの年間販売額の推移をみる

と，バプル崩壊後の 1991年から 94年にかけて豊

島区全体の売上は減少 しているのに対し，巣鴨地

蔵通り尚店街の売上は一貫して増加しているとい

う“．また高岩寺や森店街の一帯は平日には 1~3

Jj人，月 3回行われる縁 R 22'には 6万人の人々が

訪れる盛り場である“.

2. 方法

研究方法として聞き取り調資を行った．具体的

には．とげぬき地蔵尊境内のベンチや広場，また

は巣拐郵便局前の休憩所で休んでいる高齢女性を

中心とする人々約 40人へのインタビューであ

る．一人あたりの聞き取りに要した時間は 10分

から 3時間程度である．居住地，年齢，巣鴨に来

街するようになったきっかけなど簡単な質問以外

は自由に語ってもらった．調査期間は 2001年 2

月から同年 11月にかけて行った． また 9月 14日

の縁HにはJR巣鴨駅にて面接式の聞き取り調査

をした．面接式の聞き取り調査では，年齢，居住

地．巣鴨に来街するようにな ったきっかけ，巣鴨

の魅力，巣鴨に来街するようになってどのくらい

経つのかを聞き取りした． 一人あたりの聞き取り

に要した時間は 15分から 30分程度である．ま

た， liflき取り調査と同時期に盛り場での参与観察

を行った．なお本稿では，次卒の語り手の発言内

容は箪者が再構成した．またインタビューをした

状況や語り手の属性をできる限り付記した．

以ド，まず第皿章では現地調査から得られた高

齢女性の「場所の経験」について記述する．そこ

から，彼女らが盛り場・巣鴨へ付与している意味

が読み取れると考える．第w章では，第m章で示

した「場所の経験」を分析する．それにより，

「経験」を媒介とした場所と人との結び付きや盛

り場に集まる高齢女性という集団内で共有されて

いる意識 ・価値観が明らかとなる．第V章では以

上のまとめと今後の課題を述べて結びとしたい．

m 高齢女性の場所の経験

1. 「奇跡的な」体験

1)病気の治癒

「（「巣鴨に来るようになったきっかけは何です

か」という質問に対し）若い頃，二十歳ぐらいの

時に頭痛がひどかった．何が原因かわからない

が，何かしようとしてもすぐ頭が痛くなった．ぃ

ろいろな病院で調べてもらったが，どこに行って

も治らなかった．もうどうしようかと思って，お

地蔵様にお願いした．そうしたら治った．それか

らお地蔵様に来るようになった．」（91歳，平

日，とげぬき地蔵腺内のベンチで休憩をとりなが

ら）この女性は巣鴨の地蔵尊に参詣し偏頭痛が

治ったことがきっかけとなり，以来現在まで月 一

度の参詣を欠かさないと言う．「お地蔵様のおか

げで」今まで大病を患っ たことがない．

「3年前に大腸炎になった．病院で内視鏡検査

したら 15センチも炎症おこしていると 言われ

た．もう，びっくり ．…それで，ここにお参りに

来た．そうしたら，すっかり治った．それから来

るようになった．」（71歳，荒川区在住，縁日，

とげぬき地蔵葬内のベンチで休憩をとりながら）

この女性は自身が大腸炎という病気になった こと

から必死の思いでとげぬき地蔵尊に参詣した．ま

たその結果病気が治った ことがき っかけとなり，

多い時で月 三度はお礼参りに訪れるようになっ

た．友達と来るよりも 一人のほうが気が楽だと話

すこの女性は，「シルバーパス」2•I ' を使って都バス

と都電を使い訪れる．現在，巣鴨に集まる高齢者

はこのパスを利用しての来街が多い．

「この前庭で草むしりを していたら，転んだ．
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脇をひどく打った．…御影を（患部に）セロテー

プで貼って疫たら治った．その後また脇が痛く

なって，今度は息子に言って医者に連れてっても

らった．レントゲンとか撮ったが異常なかった．

ちょっとした肉離れだった．お地蔵様のおかげで

治ったんだなあって思 った．」（84歳，港区白金

在住，平日，とげぬき地蔵葬内のベンチで休憩を

取りながら）夫に先立たれ現在息子と二人暮しを

しているこの女性は，群馬県前橋市で生まれ育ち

25歳の時東京に上京してきて以来 40年以上とげ

ぬき地蔵弗に通い続けている．彼女は「お地蔵様

のおかげで元気でいられる」と語り，宗教は嫌い

だが月 三度の縁日には必ずお参りに来る．「病院

に行くよりもここに来たほうが病気が治る」そう

であり 「お地蔵様にお参りすると気が休まる」と

しきりに話す．

2)不意の出来事

「足の痛み止めの薬を毎晩飲むのだが，ある日

薬の副作用で手や足の裏に湿疹ができた．痒くて

真っ赤にな った．このまま体中に広がったらどう

しようかと思った．このままだったら救急車を呼

ぶしかないと思った． 一人暮らしなのですごく不

安にな った．…お地蔵様のお札を細かくちぎって

飲んで必死にお願いした．そうしたら，すぐに

治った．有り難いな って思 った．」（70代，西武

池袋線ひばりが丘駅近辺在住，平日，とげぬき地

蔵尊内のベンチで休憩をとりながら）足が悪く手

術も経験したことがあるこの女性は，夫を亡くし

子供とも別居しており現在一人暮らしをしてい

る．足が不自由であるこの女性は， 「お地蔵様に

お願いすると胸がスー っとする」と話すように，

月二度は必ず参詣に訪れる．また彼女は上述のよ

うな体験の他に，何の約束もしてないのに偶然

別々に暮らしている姉妹と巣鴨で遭遇したことが

あり，そのことも 「お地蔵様のおかげ」だと語っ

た．

「以前，作業中に居Ilkりをしてて， もう少しで

機械に手が挟まれそうになった．その時，誰かが

手をフワっと上に上げてくれたことがあった．

きっと，地蔵様が助けてくれたに違いない，と

思った． 」（72歳，東京都福生市在住，縁日， JR

巣鴨駅での聞き取り） 5年程前に手が痛くなり友

達に勧められてとげぬき地蔵蒻に参詣するように

なったこの女性は自宅で製造業を営んでおり，電

車を乗り継いで一時間半かけて巣鴨に訪れる．彼

女は「とげぬき地蔵にお願いすると何でも叶う．

今までに何度も助けてもらった」と話す．例えば

参詣した 5日以内にば必ず仕事が入ると言う．こ

うした体験が積み重なり，現在では地蔵脈を熱心

に信 じるようにな った．月一度縁日に必ず参詣に

訪れる．

「出産で入院してた時，お地蔵様がドアを開け

て来てくれた．父親がお地蔵様にいい子が生まれ

るようにとお願いしていた．そしたらお地蔵様が

ドアを開けて病院に来てくれた．…その後すぐ子

供が生まれた．だからできる限りずっとお参りに

来たいと思ってる．ただこう 言っても信じない人

いっぱいいると思う ．でも私はお地蔵様が錫杖を

地面について，現れたのを見たから．それからす

ぐに 4日の日に子供が生まれた．だからこれもお

地蔵様のおかげだと感謝している．」 （80代，千

葉県船橋市在住，縁日， とげぬき地蔵尊内の広場

で立ち話をしながら）既に夫を亡くし一人暮らし

をするこの女性は， 40年以上前からとげぬき地

蔵尊に参詣に来ている．当時としては 28歳での

高齢出産であった彼女は，出産の時になかなか子

供がお腹の中から出てこなかった．心配した父親

がとげぬき地蔵蒻に熱心にお願いした．その時上

述のような出来事が起こったという．

以上のように，足繁く巣鴨，特にとげぬき地蔵

腺に参詣に訪れる高齢女性の中には地蔵尊にまつ

わる何らかの 「奇跡的な」体験を持っており，そ

れがき っかけとな って，より 信仰心を強め熱心に

参詣に訪れるようになったという例があることが

わか った．またこの他にも，傷nに 「御影」を

貼ったら膿が出てすぐに完治したこと，「御影」

を飲んだことによりおできが取れたり喉に刺さ っ

た魚の骨が取れたりしたこと，とげぬき地蔵蒻に

熱心に参詣したことで心臓病で 20歳まで生 きる

ことができないと 言われていた孫が今は成人し立

派な働き手になったこと， 医者に助からないと見
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放された息子がとげぬき地蔵蒻に参詣したことに

より命を救われたことなど，地蔵尊にまつわる

数々の「奇跡的な」体験を聞くことができた．

2.「暇つぶし」と散歩

「（「健康の祈願にここに来るのですか」という

質問に対し）そんなことない．退屈しのぎに，小

さい子にいろいろ見せるために巣鴨に来た．年寄

りはもう大した用もないし，暇だから．子供だっ

て小さい子がいるわけではないし．」（80歳，千

葉市幕張在住，平日，とげぬき地蔵蒻内のベンチ

で休憩をとりながら）「（「よく来るのですか」と

いう質間に対し）しよっちゅう来る．かたがたお

散歩で，かたがたお参り ．」（80歳，北区王子在

住，平 l]，とげぬき地蔵尊内のベンチで休憩を取

りながら）この女性達が話すように，参詣の一方

で半ば 「退屈しのぎ」や「暇つぶし」で巣鴨に来

る人々は多い．彼女らは特に体のどこが悪いとい

うわけではないが， 自身や家族の健康の祈願，足

腰を鍛えるために訪れる．

「（「よくお参りに来るのですか」という質問に

対し）毎日お参りに来る．こうやって健康で歩い

て来られるのはお地蔵様のおかげ．もう，ここに

来るのは日課みたいなもの．なんだか一日に一回

ここに来ないと，気持ちが悪い．」（80歳，板橋

区在住，平日，とげぬき地蔵尊内のベンチで休憩

をとりながら）都営三田線で毎日参詣に訪れるこ

の女性は，十年ほど前から巣鴨に通うようになっ

た．とげぬき地蔵葬境内の清掃婦とも頻馴染みで

あり，巣鴨界隈についてかなり詳しい．「私はも

う，家のことは後の人に任せてあるから，家に居

ても仕方ない」と話す．

「私は足が悪い．だから主人もお地蔵様に行く

時は車を呼んでくれる．毎月 4日は必ずお参りに

来てる．自分の足でここまで来られるうちはお参

りに来たいと思っている．今は自分の足でお参り

に来られるから，ありがたいと思っている．」（78

歳練馬区在住，縁日，とげぬき地蔵腺内のベン

チで休憩をとりながら）この女性の発言にみられ

るように，高齢による身体機能の低下の中でも特

に足腰の機能の低下は，高齢者にとって最も切実

で身に迫る問題であるようだ．「歩けなくなるこ

と」や「腰が立たなくなること」は， 「寝たき

り」になる前段階であるといえる．「寝たきり」

になれば周りの者に迷惑を掛け，また更なる身体

機能の低下にもつながる．巣鴨に集まる高齢女性

にとっては「自分の足で歩いて」巣鴨までお参り

に来ることを一つの目的とした人が多く，皆口を

揃えて「自分の足で歩いてこられるうちはお参り

に来たい」と話す．

3. 「語り合うこと」

「家に一人でいても誰とも話さない．ここに来

ると話ができる ．話しかけてくる．」（70代，平

11，とげぬき地蔵尊内のベンチで昼食をとりなが

ら）「今までずっと家にいたが，やっばり家にい

ると駄且ここに来るといろんな人がいるって思

う．苫労してるのは自分だけじゃないって励まさ

れる．みんないろいろ悩みを抱えてるんだなあ っ

て思う ．…あと， 一人で来ても誰かが声をかけて

くれるのが嬉しい．いろんな人と話すのってやっ

ばり大事．気持ちが休 まる．」（70代，埼玉県在

住，縁日，とげぬき地蔵葬内のベンチで休憩をと

りながら）この女性達が巣鴨に米る主な目的は参

詣ではなく，ここに集まってくる様々な人と語り

合うことにあるようだ．お互いの苦労話を語り合

い共感し合うことで，自分自身の行き場のない思

いや気持ちを発散し心を休めていると考えられ

る．

「前ここのベンチに座っていたら，たまたま隣

に座った人がいた．身の上話をして，それで気が

合って一緒に巣鴨園25'でお昼を食べた．こんない

い，気の合う人に会えたとお互い喜んで，またい

つか会えたらいいですねと 言って別れた．」（70

代，西武池袋線ひばりが丘駅近辺在住，平日，と

げぬき地蔵尊内のベンチで休憩をとりながら）

「（「巣鴨の魅力は何ですか」という質問に対し）

一人で来ても寂しくないところ．誰かが声をかけ

てくれる．若い人ともおしゃべりできるし、 一人

でご飯食べてても誰かがしゃべりかけてくれ

る．」（73歳，神奈川県座間市在住，縁日， JR巣

鴨駅での聞き取りで）巣鴨で知り合いそのまま意
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気投合しお互いの身の上話を語り合うことや一緒

にご飯を食べることは，巣鴨においてはさして珍

しいことではない．しかし前者の女性が語るよう

に，お互いが旧知の間柄のように身の上話を語り

合っ ても次に会う約束はせずに， 「また会えたら

いいね」とだけ言い合って別れるのが巣鴨の“通

例＂ともいえる 261.

4. 娯楽

「今デパート行っても 若い人向きにな ってきて

いるし，ここでは食べ物とか着る物とかも 着心地

を大事にしてるから，私達の年代になると懐かし

い．•••いま年寄りが， ヨッタヨッタヨッタヨッタ

歩ける街が無い．ここは値段も手頃で何でもある

し歩きやすいし，何かというと年寄りはここに来

るのではないか…東京にこんな年寄りを受け入れ

てくれる街なんてないのではないか．私は他知ら

ないけど，ここに来たら気が楽で気が楽で．出掛

けるのに鏡も何にもいらない．暑いから帽子か

ぶって，歩くから運動靴はいて…ほんと気が楽．

どんな格好した って平気．」（80代，巣鴨在住，

平日，巣鴨郵便局前のベンチで筆者と中年女性と

3人での雑談の中で）この女性は一昨年に日本橋

から巣鴨に引 っ越してきた．日本橋では周りの

人々が 「おし ゃれをして颯爽と歩いて」おり，

「気後れ」していたが，巣鴨に来てからは「気が

楽」だと盛んに話す．また，巣鴨は東京の他の盛

り場と比べて，飾らずに自分のペースでそぞろ歩

きのできる居心地の良い場所であると感じている

ことがわかる．それは以下の女性の発言からもう

かがえる．

「（「巣鴨以外にどのようなと ころに遊びに行 く

のですか」という質問に対し）浅草 とかよく行

＜．でも，巣鴨のほうがいい．庶民的で，モノも

安い．ついついみんなにお土産買っ て帰る．いつ

もここに来ると買物袋で両手いっぱい．」 （70

代，葛飾区在住，平日 ，策者と何人かの嵩齢女性

との会話の中で）巣鴨や浅草の共通点は 「参詣」

と「娯楽」が一体とな っていることであろう．ま

た何人かの高齢女性が巣鴨以外に頻繁に遊びに行

く場所として同じような所”'をあげたことから，

東京という都市空間において高齢者， この場合は

高齢女性の遊ぶ場所がほぽ限定されているとも考

えられる．

「この尚店街は安い．消費税を取らないんだも

の．私の 着 てる服， 全部巣鴨で 買っ た． 」（78

歳，練馬区在住， 縁日， とげぬき地蔵葬境内のベ

ンチで休憩をとりながら）「（「巣鴨に来る目的は

何ですか」という質問に対し）巣鴨に来る 一番の

理由は買い物．こんなこと大きな声では言えない

が，他ではなかなか年寄り向けの下着 とか売って

ない．ここでは， 気軽に安く 買える．」（70代，

埼玉県さいたま市在住，縁日， JR巣鴨駅での聞

き取りで）「（「巣鴨の魅力は何ですか」 という 質

問に対し）行きつけの店がある．行くと必ず 「お

かえり 」と言っ てくれるのが嬉しい． 」（72歳，

東京都福生市在住，縁日， JR巣鴨駅での聞き取

りで）消費税をとらないこと，他では容易に手に

入れることができない麻齢女性用の衣類を売って

いること，品物が安価なこと， 店員の親心的な接

待など他の盛り場や店では味わうことができない

巣鴨だけの「魅力」が彼女らの心をつかんでいる

ことがわかる．巣鴨に定期的に頻繁に訪れる高齢

女性は，地蔵通り商店街に必ず自分だけの 「行き

つけ」の店があり，そこには自分だけが発掘した

「お気 に入りのもの」があることが多い．その

「お気に入り」は前述の語りの中で見られるよう

に，店員であったり食べ物であったり雑貨であっ

たりする．そういったものを友達や家族に勧めた

り自慢したりすることが，彼女らの巣鴨での 「楽

しみ方」の一つなのである竺

「私はもう 40年以上もここに来ている．年寄り

にと ったらこんなにいいとこはない．遊べるし．

いくら年金もら ってぶらぶら遊んでもいいと 言わ

れても，近所をぶらぶらするわけにはいかない．

近所の人たちの目がある．でも，巣鴨のお地蔵様

に行くと 言えば，ああそう って言われるだけ．年

中どこかに出掛けると思われる のはいやだが，お

地蔵様なら仕方ない って…． 」（84歳，港区白 金

在住，平日 ，とげぬ き地蔵豚内のベンチで休憩を

とりながら）この女性は 自由に使うことができる

年金ど＂を手に入れても 「近所の目」 が気になり，
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なかなか思うようにあちらこちらに盛んに遊びに

行くことはできないようだ． しかし巣鴨の「お地

蔵様」にお参りに行くと 言えば，周囲の誰もが納

得し了解してしまう．その背景には，巣鴨が“年

寄りが集まる場所＂であるという 一般的なイメー

ジがある程度定着していることなどがある ように

思われる．

N 考察

前章では巣鴨に集まる高齢女性の場所の経験を

記した．本章では，それらから読み取ることがで

きる彼女らの場所への愛着について詳しく検証し

ていきたい．

第一に指摘できるのは，前章第 1節にあるよう

にとげぬき地蔵尊にまつわる何らかの経験が契機

となり地蔵賄への信仰心を強めたこと，そしてそ

れが巣鴨へ足を向かわせる原動力になっている こ

とである．とげぬき地蔵粽にまつわる数々の奇跡

的ともいえる体験は，たとえそれが偶然の産物で

あり何の根拠もない出来事である としても，「巣

鴨のお地蔵様のおかげだ」という結論のもと人々

の関心を掻き立てる喘話・世間話として口々に伝

えられ，とげぬき地蔵蔚へのより 一層の信仰心へ

と変わっていく ．こ うした「奇跡的な」体験を積

み重ねたと思われる巣鴨に集まる高齢女性にとっ

て「巣鴨のお地蔵様」こそ，今・現在の自分の心

と体を癒してくれるかけがえのない信仰対象であ

ると 言える ．またこうした地蔵信仰は女性と分か

ち難く結び付いている． 「仏教の仏菩薩の なか

で，地蔵の尊像ほど日本人に親しまれているもの

は多くはなかろう」30'と言われているように，地

蔵尊は一般的に日本人の生活や意識に深く根ざし

ている身近な存在であった．地蔵信仰は日本の道

祖神信仰と結びつき，村境や辻，巷などに地蔵尊

が置かれたことや，中世以来人々が地蔵に対して

ほとんど身勝手なほどに救済の要求を寄せたこと

などにより，幅広く民衆の間に信奉されていっ

た31し また江戸時代になると，安産地蔵， 子安地

蔵，腹帯地蔵，世継ぎ地蔵，子持ち地蔵，子育て

地蔵， 卒み地蔵といったように， 地蔵蒋は幼児の

守護や胎児の安産を祈願するもののように考えら

れ子供と縁の深いものとなっていった．それと同

時に，出産の無事や生まれた子供の無事成長を祈

るために，女性の間で地蔵信仰が深く浸透して

いったと考えられる．それは地蔵講の多くが女性

により構成されていることからもわかる．とげぬ

き地蔵尊こと高岩寺のご本腺の正式名称は「延命

地蔵菩薩」であるが，境内には子育て地蔵も鎮座

している．このことから，自身の御利益や子供の

健やかな成長を願って参詣に訪れる女性は多いと

考えられる．巣鴨に多くの女性が集まる要因の一

っとして，こうした地蔵尊の持つ庶民性と女性と

の親和的な関係がその基底にあることは重要であ

る．

第二に，前章第 3節に見られるように彼女らが

「自分自身について語る こと 」を通じて巣鶉への

愛滸を強めていることが指摘できる．巣鴨に集ま

る高齢女性は何の街いもなく自分自身の身の上話

を見知らぬ人々と語り合うことが多い． とりとめ

のない話をある時は深刻に，ある時は実にあっけ

らかんとあけすけに互いに語り合いうなずき合う

ことにより心の平安を取り戻しているかのようで

ある．そこでお互いが歩んできた人生の様々な出

来事に対して共感し，苦しみや喜びを共有してい

るのである．彼女らの一人ひとりの人生は多様性

に富んでいたとしても，人生において経験した出

来事はおおよそ似通っている．それは例えば，幼

い頃の苦労，結婚，出産・育児，姑からのいじ

め，嫁との折り合い，自身の病気，子供に関する

悩み，配偶者の死，そして戦争である．その時代

に生きている人々が辿ったであろうこうした経験

は，彼女らに独特の連帯感を持たせている．巣鴨

に集まる高齢女性を例に取ると，「戦争」という

固有の社会的記憶32'と，巣鴨での場所の経験や彼

女らの人生経験といった個人的記憶がその集団内

において共有されていると考えられる．つまり巣

鴨は裔齢女性にとっての「記憶の場所」あるいは

「記憶を共有 し合う場所」でもある と言える州

しかしここで重要なのは，巣鴨に集まる高齢女性

の誰もが自分自身に関する事を語りたがるわけで

はない，ということである．自分の人生や経験を
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弱 規定

愛着

場所 高齢女性

経験※

多 少

※経験とは本稿でいう「場所の経験」を指す

第2図 裔齢女性と場所との関係

語ることは，ともすれば自分自身の苦労話やけし

て幸運とは言えない出来事を他人に聞かせること

になる．そういった話を見ず知らずの他人に聞か

せることを快しとする志向性を持っている高齢女

性が，より強く場所への愛着を持っている．さら

にこうした志向性は，巣鴨においていかなる経験

をしたのかというその経験の量と質にも拠ってい

る．自らの感受性を刺激した巣鴨での人々との関

わり合いや語り合いは，巣鴨への愛着へとつなが

り，そういった経験が積み重ねられることによ

り，場所の「内側」にいることを確認していく ．

つまり，高齢女性の巣鴨への愛着は，その場所と

の実質的な距離はそれほど関係がなく ふ）），そこで

いかなる体験をし，それがどれほど自らの感情を

突き動かしたのかという 心理的な密接度が問題な

のである．

第三に，前章第 4節に見られるように，地蔵通

り商店街やマスコミによって流布される巣鴨の場

所イメージといった特性が高齢女性の「場所の経

験」に大きく影評している．商店街の店員との触

れ合いやそこで売られている高齢女性向けの商品

は他の場所にはない巣鴨だけの特徴であり，彼女

らにとって巣鴨がかけがえのない場所であるとい

う思いを強める要因となっている ．また巣鴨が高

齢女性が集まる場所，いわゆる「おばあちゃんの

原宿」というイメ ージが社会的に広く認知されて

いること 35)が，高齢女性が気軽に巣鴨に出掛けて

いくことができる雰囲気を作り上げていると 言っ

てもよい． しかしこうしたイメージの流布は，巣

鴨が一般の盛り場とは一線を画す高齢女性ばかり

が集まるある種特殊な場所であるという世間から

のまなざしの表れとも考えられる．

さらに重要なのは，東京という都市空間におい

て高齢女性が堂々と娯楽に典じることができる場

所が限定されているということである． 他の盛り

場ではどこか肩身が狭く違和感を感じている彼女

らが，巣鴨では自分の居場所を見出すことができ

る．足が悪いために盛り場で闊歩できなくても，

着飾った格好をしていなくても，年金で好きな物

を買うことができ，また「暇つぶし」のために気

楽に訪れることができる場所が巣鴨なのである．

v むすび

本稿では，盛り場・巣鴨に集まる高齢女性の

「場所の経験」から「人が集まる場所」について

検討してきた．結果，人と場所との結び付きには

「経験」が重要なファクタ ーとなっていることが

わかった．盛り場に集まる集団内で共有さている

価値観や意識は「経験」を通じて形成され，強化

される．本稿の事例においては，とげぬき 地蔵蒻

の御利益を受けたと感じるような当人にとっては

奇跡的ともいえる体験をしたこと，盛り場での

人々の触れ合いや自分自身の身の上話を「語り合

う」ことといった直接経験により，集団内におい

て共通のコードが作り上げられそれを共有するこ

とで巣鴨への愛着を強めていると 言 える．それ

は，本来は非日常的空間である盛り場を，濃密な

経験を積み重ねそこに集まる人々と価値観を共有

することによって日常的空間へと組み替えていく

営みに他ならない．さらに高齢女性が巣鴨へと足

を向けるのは彼女らの場所への愛着だけに起因す
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るのではなく，東京という都市空間において高齢

女性の娯楽の場が限定されているということに規

定されている（第 2図） ．

なお，本稿で対象とした高齢女性は「無作為」

に選定されたわけではない．箪者が対象となる高

齢女性を 「選んで」聞き取りをした． よって，本

稿で得た高齢女性からの語りは一般性のあるもの

とぱ必ずしも断言できず，また筆者が語り手を選

定している時点で一つの調査バイアスがかけられ

たことは否めない．巣鴨に集まる高齢女性の より

具体的な実相に迫るためには，様々な屈性や目的

をも った高齢女性を無作為に選定し， さらに詳細

な聞き取りをする必要がある．また，本稿では現

代を生きる高齢女性を取り巻く社会構造について

深く考察しなかった．彼女らには共有する独自の

ジェンダー経験といえるものがあり，それはけし

て固定的・普遍的なものではなく時間的・空間的

に規定されている側面がある以上，麻齢女性の主

観や人生経験に迫るライフヒストリー的アプロ ー

チと制度論的アプローチ双方からの検討が必要で

ある竺

以上は笥者の今後の研究課題である ．

会学体系 l ジンメル 社会文化論 ・宗教社会学．

冑木1打者． （Ub er soziale Differenzierung. Sozio-

gische und psychologishe Unterschungen. 1890.) 

3)山野正彦 (1985)：人文主義地理学． 坂本英夫・

浜谷 l|-：人編 『最近の地理学」．大lりl堂． 238-245. 

4) トゥアン ・イ ーフー（山本泊訳） （1988)：空間の
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5) ，エドワード・レルフ （裔野岳彦 ・阿部隆 • 石 111 美

也子訳） （1991)：場所の現象学 ー没場所性を越え

て．筑摩，l｝房 ．274p. (Relph. E., Place and Place-
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